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案 



当事例集の発行について 

（まえがき） 

 

  地域福祉について 

  「地域福祉」を，「地域住民を主体として，住民・公共的団体・行政の協働により福祉

課題の解決を図り，誰もが安心して健やかに暮らすことのできる地域づくりに取り組む

こと」とするならば，住民が地域の福祉課題を的確にとらえ，主体的に活動を進めてい

くことが重要です。地域は住民の生活の場であり，地域における福祉活動の担い手は住

民です。つまり，地域の実情に応じて，地域の社会資源を利用しながら，担い手と各関

係機関が協働することが地域福祉の原点です。 

 

  京（みやこ）・地域福祉パイロット事業について 

  少子長寿化や核家族化等により多様化する福祉ニーズに対応するため，住民主体の先

駆的な取組に対して事業費の一部の助成を行うとともに，他地域への拡大を促進する事

業である「京（みやこ）・地域福祉パイロット事業」を平成 16 年度から実施しています。

当事業では，平成 23 年度までに 103 件の事業を採択し，市域の地域福祉の向上及び推進

に寄与しています。 

 

  当事例集発行の目的 

  助成先団体においては，当助成金を利用して事業実施の際の手法やノウハウの確立が

可能となりました。事例集では，助成先団体の活動内容等を紹介することで，これらの

ノウハウを他地域へ波及させることを目的としています。 

 

  当事例集の構成 

人口や世帯数，地域の概要と共に，当該団体の「活動のきっかけ・目的」，「活動内容」・ 

「活動の特徴・活動から学べること」，「活動において工夫していること」，「今後の活動

の方向性・目標」など，基礎的な地域の状況と併せて，他学区，他団体においても参考

にしていただける事項を掲載しています。 

 

  当事例集の取扱いについて 

  当事例集は，地域で新たに地域福祉活動を始めようとされる団体の方々や，現在，活

動に取り組まれている団体の方々の参考となるよう作成致しました。皆様の地域福祉活

動の一助としていただければ幸いです。 

  この事例集の作成に当たり，御協力いただきました皆様に心から感謝申し上げます。 
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 事例②  

 大宮学区社会福祉協議会  

 

 

 

助成年度   平成２２年度 

助成金額   ５０，０００円 

 

［地域の概要（北区大宮学区）］ 

地区人口   １６，８２６人 

地区世帯     ７，６０２世帯 

＜数値は平成２２年国勢調査結果による＞ 

地域の状況 

 大宮学区は，北区で最も大きな学区で（面積

（北部山間地域除く），人口，世帯数），人口が

年々増加するとともに，高齢化の進展により，

独居高齢者をはじめとした高齢者数も増えてい

ます。また，昔ながらの住民と新しい住民・学

生が多い地域ですが，総世帯数約 7,600 のうち，

町内会に所属する世帯が約 3,700，市民しんぶ

ん配布世帯（自治会等で世帯確認ができている

もの）が 5,100 であることが示すように，地域

内のつながり合いが薄れつつある状況です。 

 

活動のきっかけ・目的 

地域住民同士が気兼ねなく協力し合えるよう

な「土壌づくり」が必要であり，そのためには，

さまざまな住民が参加することができるような

地域福祉活動が大切ではないか，そうした思い

から大宮社会福祉協議会が中心となって，住民

同士の協議力をつけるとともに，地域の強いネ

ットワークを作ることを目的として，当事業が

立ち上がりました。 

 

活動内容 

 当学区においても高齢化や高齢に伴う独居世 

帯などが増加する中，みんなで支える要援護者 

支援の観点から，防災を切り口に，地域住民が 

気兼ねなく協力することを目指しています。 

 具体的には，住民が主体となって，「地域のお 

宝さがし」と題し，地域の資源（災害時に役立

つ資源。例えば，消火栓，防火水槽，掲示板，

防災用品保管倉庫，その他，福祉施設や病院等）

の存在を話し合い，確認する，また「地域の課 

 

題さがし」と題し，地域の課題（日常及び災害

時）を話し合うなどの取組を行います。 

また，確認した「資源」を実際に目で見るた

め，「まち歩きワークショップ」を実施し，ブロ

ック内を歩きながら調査・確認した資源をマッ

プに落とし込みます（資源マップ）。 

そして，学区内を８つのブロックに分け，８

つのグループごとに，最終的なマップに仕上げ，

学区内の各戸へ配布しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
活動において工夫していること 

一部の数名の関係者だけでマップを作成する 

のではなく，多くの方々が意見を出し合い，実

地調査をした結果を基に，自分たちで作り上げ

たマップだ，という誇りを持てる作成手法をと

りました。 

 また，マップだけでは味気なく，どこかにし

まい込んだりしてしまう，との意見から，皆で

検討し，マップにカレンダーを別途付け加え，

常に目の届くところに備え付けてもらえる工夫

もしました。 
 平成２３年に作成したマップは，１回限りで

完了させるのではなく，取組を継続させ，２年

目以降も各団体の役員が普段から地域の防災資

源等を確認し，新たに気付いたことを随時提起

してもらい，マップに追加していき，４，５年

かけて完成させる予定です。このように時間を

かけて作業をすることで，マップの内容をより

充実させるようにしています。 

災害にも強いまちづくり みんなで支える要援護者支援 

まち歩きワークショップ 



 事例②  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
活動の特徴 

当団体の取組には，佛教大学の講師である， 

専門家（地域福祉・防災福祉専門）がアドバイ

ザー的な役割で継続的に関わっています。住民

の話し合いだけでは足りないところ，あるいは

話し合いを適切な方向へ導くため，こうした専

門家のフォローは大変重要で，取組をより意義

深いものにできています。 

 また，学区が大きいことは住民全体がまとま 

りにくいというデメリットがある反面，規模が 

大きいため，大勢の参加者に来てもらえる良い 

機会でもあり，多様な意見の発表が期待でき， 

他の学区にはない独自性や特色ある学区づくり 

に生かせる，という強みにもなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
活動から学べること 

マップづくりは成果物としてのマップだけで 

はなく，完成までの作業過程が重要です。自主 

防災会だけなど，単一の団体だけに限定せず， 

地域の関係団体の連合体で活動するとともに， 
住民同士でじっくりと話し合い，自分たちの地

域をよく調べ，見つめ直すこと，更にその中で

住民同士の絆ができること，これら一連の過程

が全て大切です。このことはマップづくりだけ

ではなく，今後，他の様々な課題に対しても，

今回構築した関係性を軸に，すぐに話し合える

基盤が整ったと考えられます。 

特に，「防災・減災」は住民の皆が関係するテ 

ーマであり，参加の呼び掛けを行いやすいとい

えます。 

 また，各グループに学生が分散して話しに加

わっており，その存在は場の空気を和らげると

ともに，学生にとっても多くの住民の意見を聞

け，勉強になるもので，双方に良い関係が生ま 

れていました。こうした地域ぐるみでの取組は，

地域の総合力，福祉力を高めるためにも重要な

ことだと思われます。 

 

 

参加者の声 

 「今まで地域の知らなかったことを知ること

ができた。それだけでもこの取組に参加した意

義がありました。」 

 

活動の成果 

 １年間の講座を通して学区の防災と福祉に対

する意識が徐々に高まり，講座への参加者も増

えました。活動の成果物としては，「資源マップ」

を作成し，全戸に配布することができました。 

 

今後の方向性・目標 

 ほとんどの町内会長や自主防災委員が年に一 

度交代する輪番制であるため，地域の中でのリ 

ーダー育成が必要になっており，今後はまず， 

任期が２年以上になるように自主防災会を軸に 

規約を改正するなど，在り方を検討し，地域に 

根ざした活動を目指していきたいとのことです。

グループ（ブロック）ごとの話し合い 

講演会 

グループ（ブロック）ごとの発表 
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